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 要  旨 
 近年，画像認識を用いた技術は様々な分野で活用されており，計算資源の低コスト化高性能化
に伴い，より広い分野に普及すると考えられる．特に実環境における高速なリアルタイム処理が
求められる分野では，さらなる高性能な認識システムの構築が期待される． 
一般物体認識の分野においてはHOG(Histograms of Oriented Gradient)モデルが注目されて
いる．HOG モデルは画像中の一定領域の勾配情報をヒストグラムとして作成し，特徴量とする
単純なモデルであるが，歩行者検出や自動車検出などでは比較的良好な結果を出している．しか
し HOG モデルには画像の分割数などのパラメータによっては特徴次元が膨大となることや，対
象の位置・スケール変化に対して頑強性が不十分であるという問題が考えられる． 
一方，ヒトは筆跡の異なる手書き文字や位置・スケール変化のある画像を柔軟に認識すること
ができる．このようなヒトの視覚処理を基とした工学的な画像認識の手法としては，Fukushima 
のネオコグニトロンや Mutch＆Lowe らのコンボリューショナルネットが挙げられる．これらの
手法は手書き文字認識など，変形の強い画像認識の分野で特に良い成果を出している．また，コ
ンボリューショナルネットでは処理が進むにつれ情報が圧縮されるという利点もある． 
そこで，コンボリューショナルネットを参考にすることで HOG モデルの改良を行う．本研究
では HOG モデルにさらに処理を追加し階層構造にすることを考える．これにより HOG モデル
よりも，位置・スケール変化に対して頑強な特徴量も得ることが期待できる．さらに，コンボリ
ューショナルネットでは処理が進むにつれ情報が圧縮されるため，通常の HOG モデルの特徴量
と比較して，特徴次元の削減効果も期待できる． 
HOG モデルに改良を行った提案モデルの性能検証のために，実画像に対する検証として歩行
者検出用の INRIA Person Data Setを用い，識別性能やHOGモデルとの比較について検証と考
察を行った． 
 
